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 最近、保守系雑誌で戸塚ヨットスクールの戸塚宏氏が頻繁に登場するようになりました。事件で有罪判決を受け、自

らの志を曲げずに刑期を満期つとめて出所したことについては渡部昇一氏が度々賞賛しているところです。 
  
 この戸塚氏の教育方針はある意味では日教組とは対極にあるようにも思えます。一ヶ月ほど前に「西村塾公開講座」

ではじめて氏の肉声を聞く機会がありましたが、やはり自らの教育方針には相当な自信を持っているという印象を受け

ました。 
  
 そこで、今回はその場で買い求めた「本能の力」（新潮新書680円）のなかから思わず笑ってしまった話を紹介しま

す。子供だけでなく、「父親もここで再教育を受けた方が良い」のではないかと思った次第です。 
  

小遣い二百万円の中学生 

  
 あるとき、ヨットスクールに「夏休みの間に、お金のありがたみがわかる子供にしてくれないか」と言って、中学生

の息子についての相談をしてきた父親がいました。 
 

 聞けば、中学一年生のときにその子供が登校拒否になった際、小遣いを百万円渡した。すると、何と世界一周旅行を

してきたそうです。それで「大した子だ」と見直して喜んでいたが、登校拒否は直らないまま。本当はお金の力で旅し

ただけで、何てことはないのですが、親は喜んでいたのです。 
 

 そして中二になって今度は「夏休みの小遣いに二百万円くれ」と言ってきた。要求がエスカレートしてきたので、親

はさすがに耐えかねて私のところにやってきたわけです。うちの費用はひと夏で十万円だったからかもしれません。 
 

 そこで親が言ってきたのが、「お金のありがたみがわかる子供に……」という希望だったのです。「登校拒否を直し

てください」というのならわかりますが、少々変な依頼です。そこで、父親には「いいですけど、それがわかるように

なったら十万円いただきますよ」と言ったら、それでもいいというので子供を連れてくるように言いました。 
  

 
教育について語る戸塚ヨットスクールの戸塚宏氏 

 さて、やって来た子供には炎天下、ヨットスクールのメニューをこなさせました。当然のど喉が渇きますが、水は与

えません。つきっきりで見ていて、まだ大丈夫と思えるうちは、我慢をさせ続けました(他の生徒にはそんなことはさ

せていません)。 
 

 そろそろ限界だというところで、「付いて来い」と言って飲み物の自動販売機の前に連れて行きました。そこで「ど

れが飲みたいか」と聞き、欲しいというものを買います。向こうは当然、飲ませてもらえるものだと思っています。 
 

 が、それを目の前で私がゴクゴクと飲み干してしまいました。向こうは「ああー」と声を上げます。 
 

 そこで私はその子供を父親のところに連れて行き、「百円をやって下さい」と言いました。お金を受け取った子供は

自動販売機に飛んでいってジュースを買って飲んで「百円のありがたみがわかりました」。 
 

 それで「はい、じゃあ十万円は頂きますよ」と言って、その親子にはお引取りを願いました。 
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タグ： 戸塚ヨットスクール  戸塚宏  教育  本能の力   

 何かのありがたみをわからせようと思えば、まずその物を取り上げて、次にそれが必要な環境を作ってやればいいだ

けのことです。少なくとも、私は先方の希望だけはかなえたことになります。 
 

 こんな子供を夏休みだけで何とかしようというのが安易ですし、無理があるわけです。考え方が安易だから中学生の

子供に百万円を渡すようなことをしたのでしょう。 
 

 正直言って、こんな安易な相手には「アフターサービス」をする気にもなれません。その後、どんなふうになったか

は知りません。 
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2008/10/09 16:04Commented by 故郷求めて さん 

馬鹿親子に対する見事な対応ですね、感心しました。 
子育てにそんな安易な正解があるわけがないですよね。   

2008/10/09 16:18Commented by 花うさぎ さん 

To 故郷求めてさん こんにちは。  
 
>子育てにそんな安易な正解があるわけがないですよね。 
 
御意！。 

 
しかし中学生に100万円の現金渡す親がいることにビックリしました。このケースは「この

親にしてこの子あり」だと思いますよ。  

 

2008/10/09 20:14Commented by kaigaramusi さん 

スカッとしました！  

 

2008/10/09 21:03Commented by 花うさぎ さん 

To kaigaramusiさん  
 
>スカッとしました！ 
 
それは何よりです(^^)。  

 

2008/10/10 06:20Commented by 花うさぎ さん 

全くの偶然ですが、本日の産経新聞「正論」で渡部昇一氏が、日本は東京裁判を受諾し

たのではなく、「判決」を受諾したとの従来からの主張を繰り返してますが、そのなかで戸

塚宏氏に言及してます。 

 
＞裁判と判決の違いの現代的例を一つあげておく。これは前にあげたこともあるが、実に

わかり易（やす）い例なので、外務省の人にも容易に納得していただけると思う。 

 
 戸塚ヨットスクールで生徒が亡くなったので、戸塚宏氏は暴行致死、監禁致死で告発さ

れ、入獄数年の刑に処せられた。彼は裁判に納得しなかったが、法治国家の市民として

判決に服して入獄した（ソクラテスと同じ）。獄中で彼は模範囚であり、何度も刑期短縮の

機会を提供された。しかし、彼はすべて拒否した。というのは刑期を短縮してもらうために

は「恐れ入りました」と言って裁判を認めなければならない。彼は業務上過失致死以外の

罪状に服することを拒否し、刑期を満期勤め上げて出てきた。 

 
 東京裁判はマッカーサーの条例で行われたものであるが、後になって彼自身がアメリカ

上院で日本人が戦争に突入したのは主として「自衛」のためだったと証言しているから、

「侵略」戦争の共同謀議というＡ級戦犯の罪状のカテゴリー自体も消えていることを外務

省に知ってもらいたい。＜ 

http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/081010/plc0810100347002-n1.
htm 
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日本が受け入れたのは「東京裁判」そのものではなく、「判決」だというのはこの主張で明

確ですね。  

2008/10/10 12:22Commented by zukin さん 

hanausagi様 
 
こんにちは。いつも丁寧なレスと正統派益荒男ブログらしいエントリ、ありがとうございま

す。 

 
>本日の産経新聞「正論」 
 
読みました。タイムリーなエントリになりましたね。戸塚宏氏といえば、中学の卒業アルバ

ムの「ニュースハイライト」のページに、「逮捕された」ことが写真とともに掲載されていまし

た。母が「いややねえ、この人」などと言っていたのを思い出します。恥ずかしながら当時

は自分の周りのことにしか関心がなく、ヨットスクールについても表面的なことしか知りま

せんでした。今思えば、当時の報道のしかたや判決についても問題があったのですね。 

 
ところで、マッカーサー証言は、知らない人が本当に多い！ですね（という自分も比較的

最近まで知らなかったので人のことは言えませんが）。先日も知り合いの50代の奥様に

話しましたが、驚いていました。中條高徳氏の『おじいちゃん戦争のことを教えて』の巻末

に掲載されているものは、英語圏の人に言うときには重宝ですね。  

 

2008/10/10 12:27Commented by hoihoihoi さん 

hanausagi様 
 戸塚氏に対しては以前から尊敬を払ってきました。自分の命は自分で命がけで守ること

を実践したわけで、それで正常になった子供が沢山いました。特に危険が伴う場所では、

声も大きく時には暴力的な指導がないとホントに危ないのが現実です。 
 子供に１００万円小遣いをやったら、株で運用してあっという間に１０００万円にし、５００

万円を差出し「親父とっとけや」というのも気持ちが悪い。「普通の子供にしてください」と

頼むかな？いやどうも。  

 

2008/10/10 13:07Commented by 花うさぎ さん 

To zukinさん こんにちは。 
 
＞今思えば、当時の報道のしかたや判決についても問題があったのですね。 

 
ちょうど安倍叩きの構図とよく似てますよ。安倍氏の時は産経は擁護に回りましたが、こ

のヨットスクール報道はオールジャパンで叩いてましたから。いまでも戸塚氏はマスコミに

対しては辛辣です。 

 
＞ところで、マッカーサー証言は、知らない人が本当に多い！ですね 

 
そうですか。私なんか渡部氏は良くも同じ事を延々と主張しているな～と感心している口

なんですが、まだまだ知らない人が多いのは悲しいですね。 

 
私なんか単純に、「アメリカは戦う相手を間違えた」、「東京裁判は誤りだった」、「日本の

戦争は自存自衛だった」、とマッカサー自ら認めている、と思えばよいと思っているんです

が…。  

 

2008/10/10 13:13Commented by 花うさぎ さん 

To hoihoihoiさん  
 
> それで正常になった子供が沢山いました。 
 
そうなんです。肝心の卒業生の親がそういっているのですから、マスコミも少しはこうした

人の意見も報道すべきだったといまでも思います。 

 
> 子供に１００万円小遣いをやったら、株で運用してあっという間に１０００万円にし、５０

０万円を差出し「親父とっとけや」というのも気持ちが悪い。 

 
ははははは。それは面白いですが、世の中そう甘くないことはアメリカの五大証券が事実
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上倒産してしまった事実を見ても明らかですね。年間一億稼ぐ人間が大きな顔をしていた

時代は終わったかも知れませんよ。 

 
だから当初は公的資金投入に反対していたアメリカ人の気持ちはよく分かります(^^)。  

2008/10/10 22:40

Commented by hoihoihoi さん 

hanausagi様 
 
 面白いエントリ、有難うございます。 

＞年間一億稼ぐ人間が大きな顔をしていた時代は終わったかも知れませんよ。 
 別に異論というわけではないのですが、この瞬間にも株の売りで儲けているユダヤ人が

多いのです。売り浴びせて、下がったところで現物を買い戻して返却し差額を儲ける。ドイ

ツの〇〇〇ラーは、結構正しかったのか？なんて想ってしまうわけで、儲け方にはイロイ

ロ有るというお話でした。欲しいなあ、一億円くらい。私は増やさずに預金しておくだけで

すが・・・いやどうも。  

 

2008/10/11 07:42

Commented by 花うさぎ さん 

To hoihoihoiさん おはようございます。 
 
＞この瞬間にも株の売りで儲けているユダヤ人が多いのです。 

 
う～む、そうなんですよね。日露戦争の時も、ユダヤ金融資本は日本にもロシアにも戦費

を融通していたくらいですか。 

 
 
＞欲しいなあ、一億円くらい。 

 
貰えるモノなら10兆円くらいは欲しい。それを年5％で回せば5千億円、自分の生活費は

1千万円もあれば充分なので、あとは全部「日本を良くしたい」と活動してくれている保守

系組織団体に寄付しますね(^^)。  

 

2008/10/11 09:26

Commented by 故郷求めて さん 

渡部昇一先生の戸塚先生に関するお話は、月刊正論でも同じように取り上げ

られていますね。私は石破擁護の記事を上げただけにこれも取り上げなけれ

ばアンフェアだなと思っているのですが、上手くまとめられずにいます。 

 
昨日飲み過ぎて、ふらふらしてます。お陰で風邪はどこかに行ったようです。  

 

2008/10/11 10:15Commented by 花うさぎ さん 

To 故郷求めてさん  
 
>渡部昇一先生の戸塚先生に関するお話は、月刊正論でも同じように取り上げられてい

ますね。 

 
私も確か三回か四回見ていると思います。マッカーサーの発言の記事は勘定できないく

らいですが。 

 
＞私は石破擁護の記事を上げた 

 
そうなんですか？、見に行きます(^^)。 
 
>昨日飲み過ぎて、ふらふらしてます。 
 
おいしいお酒ならよいですが…。  
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